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(57)【要約】
【課題】比較的安価な薄肉の金属板を用いて所定の剛性
が得られるようにしたカバー体を備えた床用目地カバー
装置を提供する。
【解決手段】目地を覆う平板矩形状の金属製のカバー板
５と、該カバー板５の下面全体を覆うように並設され、
カバー板５の下面に接合される平板状の接合板部６ａと
、該接合板部６ａから下方に突出されて、目地の幅方向
に延在するリブ部６ｂとを備えた金属製の複数の補強リ
ブ板６とによってカバー体Ｃを構成した。これにより、
各補強リブ板６の接合板部６ａとリブ部６ｂとによる相
乗的な強度向上作用によって、比較的安価な薄肉の金属
板を用いて所定の剛性を備えたカバー体Ｃを製作するこ
とができ、カバー体Ｃの製作コストを低減し得る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接する建造物の床相互間の目地に差し渡されるカバー体の一端が、一方の床の側縁に
連結手段を介して連結されるとともに、該カバー体の他端を自由端とし、該自由端が他方
の床の側縁に摺動可能に乗載されてなる床用目地カバー装置において、
　前記カバー体が、
　目地を覆う平板矩形状の金属製のカバー板と、
　該カバー板の下面全体を覆うように並設され、カバー板の下面に接合される平板状の接
合板部と、該接合板部から下方に突出されて、目地幅方向に延在するリブ部とを備えた金
属製の複数の補強リブ板と
を備えてなることを特徴とする床用目地カバー装置。
【請求項２】
　補強リブ板が、接合板部とリブ部とが連続するように金属板を屈曲成形することによっ
て一体形成されていることを特徴とする請求項１記載の床用目地カバー装置。
【請求項３】
　カバー体の目地幅方向に沿う両側端部の下部に、目地幅方向に延在する所定幅の水平板
部と、該水平板部の内端から内方上部に向けて傾斜する傾斜板部とを備えた引っ掛り防止
部材が夫々配設されていることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の床用目地カバー
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、隣接する建造物の床相互間の目地を覆う床用目地カバー装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　緩衝機能を備えた免震装置によって下部が支持された建造物にあっては、地震時におけ
る水平方向の揺れが大きくなる傾向がある。このような免震構造の建造物の周囲には、隣
接する人工地盤からなる建造物との間に比較的広幅の目地が形成されており、かかる免震
構造の建造物の目地に好適に使用し得る床用目地カバー装置が、本願出願人によって既に
提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　かかる床用目地カバー装置は、図１１（Ａ）に示すように、建物としての建造物Ａの床
ｆと、該床ｆに目地ｓを介して隣接する人工地盤としての建造物Ｂとの間に差し渡されて
前記目地ｓを覆うカバー体Ｃの一端を、前記床ｆの側縁に連結手段ａを介して傾動可能に
連結し、該カバー体Ｃの他端を自由端として、該自由端にその下面から外端上面に向けて
傾斜する傾斜端縁ｂを設けるとともに、該傾斜端縁ｂの上部からカバー体Ｃの上面ｄと略
面一となるようにして端部カバー板ｃを建造物Ｂ側に向けて突設する一方、前記建造物Ｂ
の側縁に、水平受縁ｅと、該水平受縁ｅの外端に前記傾斜端縁ｂと同方向に傾斜する傾斜
受縁ｇとを備えた摺動受枠ｈを配設し、該摺動受枠ｈの水平受縁ｅ上に、前記カバー体Ｃ
の自由端を乗載するとともに、前記端部カバー板ｃの外端を建造物Ｂの床ｉ上に乗載し、
該端部カバー板ｃによってカバー体Ｃの傾斜端縁ｂと摺動受枠ｈの傾斜受縁ｇ間に生じる
作動空隙ｊの上方を遮蔽するように構成されている。
【０００４】
　そして、地震時において、建造物Ａと、隣接する建造物Ｂとが近接する方向に比較的小
さく相対変位した場合には、カバー体Ｃの自由端が摺動受枠ｈの水平受縁ｅ上を作動空隙
ｊの範囲内で水平に摺動してその相対変位に追従し、さらに大きく相対変位すると、図１
１（Ｂ）に示すように、カバー体Ｃは、一端の連結手段ａを支点として、自由端に形成さ
れた傾斜端縁ｂが摺動受枠ｈの傾斜受縁ｇに沿ってずれ上がることにより、その相対変位
から逃げることができるようになっている。
【０００５】
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　また、このような床用目地カバー装置にあって、カバー体Ｃを一枚の金属板で形成した
ものが本願出願人によって製作されている。これは、図１２に示すように、比較的厚肉の
金属板をカバー体Ｃとしたものであって、該カバー体Ｃの一端を建造物Ａの床ｆの側縁に
連結手段ｋを介して傾動可能に連結する一方、自由端となるカバー体Ｃの他端を、建造物
Ｂの側縁に配設された摺動受枠ｈの水平受縁ｅ上に乗載してなるものである。ここで、カ
バー体Ｃの一端の下部には角パイプからなる係合杆ｍが目地ｓに沿う方向に配設されてお
り、建造物Ａの床ｆの側縁には該係合杆ｍを上方から係合可能な断面略コ字形の被係合部
材ｎがＬ形ブラケットｐに支持された状態で取付けられている。この被係合部材ｎと係合
杆ｍとによって、カバー体Ｃの一端を建造物Ａの床ｆの側縁に傾動可能に連結する連結手
段ｋが構成されている。また、カバー体Ｃの上面には、建造物Ａの床ｆ及び建造物Ｂの床
ｉに敷設される滑り止めを兼ねた化粧シートｒと同じ合成樹脂製の化粧シートｒが貼着さ
れている。前記カバー体Ｃを構成する金属板は、厚み 9mm程度のステンレスやスチールの
鋼板が用いられており、この厚肉の鋼板によってカバー体Ｃ上にかかる車両等の荷重に耐
え得る高い剛性を得るようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－３１７５１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、従来の一枚の金属板からなるカバー体Ｃは、所定の剛性を得るために厚み 9
mm程度の厚肉の鋼板を用いているのであるが、このような厚肉の鋼板は仕入価格が高いた
め、これを用いたカバー体Ｃの製作コストが高くなってしまうという問題点があった。
【０００８】
　本発明は、かかる問題点を解消するためになされたものであって、比較的安価な薄肉の
金属板を用いて所定の剛性が得られるようにしたカバー体を備えた床用目地カバー装置を
提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、隣接する建造物の床相互間の目地に差し渡されるカバー体の一端が、一方の
床の側縁に連結手段を介して連結されるとともに、該カバー体の他端を自由端とし、該自
由端が他方の床の側縁に摺動可能に乗載されてなる床用目地カバー装置において、前記カ
バー体が、目地を覆う平板矩形状の金属製のカバー板と、該カバー板の下面全体を覆うよ
うに並設され、カバー板の下面に接合される平板状の接合板部と、該接合板部から下方に
突出されて、目地幅方向に延在するリブ部とを備えた金属製の複数の補強リブ板とを備え
てなることを特徴とする床用目地カバー装置である。
【００１０】
　ここで、カバー板と補強リブ板の材質としては、ステンレス鋼板（SUS304）やスチール
鋼板（SS400）が好適であり、カバー板には厚み 2mm程度、補強リブ板には厚み1.5～1.7m
m程度のものが使用され得る。
【００１１】
　前記床用目地カバー装置にあって、補強リブ板が、接合板部とリブ部とが連続するよう
に金属板を屈曲成形することによって一体形成されている構成が提案され得る。
【００１２】
　また、カバー体の目地幅方向に沿う両側端部の下部に、目地幅方向に延在する所定幅の
水平板部と、該水平板部の内端から内方上部に向けて傾斜する傾斜板部とを備えた引っ掛
り防止部材が夫々配設されている構成が提案され得る。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明は、上述したように、カバー体が、目地を覆う平板矩形状の金属製のカバー板と
、該カバー板の下面全体を覆うように並設され、カバー板の下面に接合される平板状の接
合板部と、該接合板部から下方に突出されて、目地幅方向に延在するリブ部とを備えた金
属製の複数の補強リブ板とを備えてなるものであるから、複数の補強リブ板のリブ部によ
る強度の向上のみならず、カバー板の下面に接合された複数の補強リブ板の接合板部によ
ってカバー板の強度を向上させることができる。そして、このような各補強リブ板のリブ
部と接合板部とによる相乗的な強度向上作用によって、比較的安価な薄肉の金属板を用い
て所定の剛性を備えたカバー体を製作することができ、これによってカバー体の製作コス
トを低減することができる。
【００１４】
　また、補強リブ板が、接合板部とリブ部とが連続するように金属板を屈曲成形すること
によって一体形成されている構成にあっては、一枚の金属板に対する折り曲げ加工やプレ
ス加工を介して接合板部とリブ部とを連続させて補強リブ板を夫々一体形成することによ
り、接合板部とリブ部とを別体形成して接合する場合に比して、強度に優れた補強リブ板
が得られ、形成が容易で接合作業も不要となる。
【００１５】
　また、カバー体の目地幅方向に沿う両側端部の下部に、目地幅方向に延在する所定幅の
水平板部と、該水平板部の内端から内方上部に向けて傾斜する傾斜板部とを備えた引っ掛
り防止部材が夫々配設されている構成にあっては、地震時における隣接する建造物の目地
に沿う方向の相対変位時に、カバー体の自由端を乗載する床に配設された受枠の側端から
はみ出たカバー体の側端部が受枠上に再び戻る際に、引っ掛り防止部材の傾斜板部で生じ
る滑り作用によってカバー体の側端部の下部が受枠の側端に引っ掛からず、スムーズに戻
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第一実施例にかかる床用目地カバー装置の施工状態を示す縦断正面図である。
【図２】複数個のカバー体Ｃを目地ｓに沿う方向に連続状に配設した状態を示す平面図で
ある。
【図３】図５におけるＡ－Ａ線拡大断面図である。
【図４】図５におけるＢ－Ｂ線拡大断面図である。
【図５】第一実施例にかかる床用目地カバー装置を構成するカバー体Ｃの一部切欠平面図
である。
【図６】同上のカバー体Ｃの底面図である。
【図７】連結手段１４部分の拡大図である。
【図８】引っ掛り防止部材１３の作用説明図である。
【図９】第二実施例にかかる床用目地カバー装置の施工状態を示す縦断正面図である。
【図１０】変形実施例にかかる補強リブ板６の他の配設態様を示すカバー体Ｃの縦断側面
図である。
【図１１】（Ａ）は従来構成の床用目地カバー装置の概略縦断正面図、（Ｂ）はその作用
説明図である。
【図１２】従来構成のカバー体Ｃを備えた床用目地カバー装置の施工状態を示す縦断正面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明にかかる床用目地カバー装置の第一実施例を、図１～図８に基づいて説明する。
【００１８】
　図１において、Ａは緩衝機能を備えた免震装置（図示省略）によって下部が支持された
免震構造の建造物、Ｂは該建造物Ａの周囲に形成された建造物であって、目地ｓを介して
隣接している。目地ｓは、建造物Ａの周囲に沿って所定幅で形成され、地震時における建
造物Ａと周囲の建造物Ｂとの水平方向の相対的な揺れを吸収し得るようになっている。尚
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、図１，図２に図示された建造物Ｂは、建造物Ａに目地ｓを介して対峙するように突設さ
れた建造物Ｂの狭幅の連絡通路部分である。
【００１９】
　前記建造物Ｂの床ｆ2 の側縁には、図１に示すように、後述するカバー体Ｃの厚みに相
当する深さで窪ませた支持段縁１が、目地ｓの幅方向（図１において左右方向）に所定幅
で形成されており、該支持段縁１の前端稜部には水平受縁２ａを備えた前部摺動受枠２が
配設されている。また、該支持段縁１の後端側には、第一水平受縁３ａの後端に傾斜受縁
３ｂを介して第二水平受縁３ｃが連成され、さらに該第二水平受縁３ｃの後端に床ｆ2 の
上面に向けて上方傾斜する傾斜受縁３ｄが連成された後部摺動受枠３が配設されている。
ここで、前記第二水平受縁３ｃの深さは、カバー体Ｃの前部に配設された端部カバー板８
の厚みに相当する深さに設定されている。これにより、端部カバー板８の上面が床ｆ2 の
上面と略面一となるようにしている。この前部摺動受枠２と後部摺動受枠３は、目地ｓに
沿う方向（図１において前後方向）に延在するように配設されており、その長さは、図２
に示すように、複数個のカバー体Ｃを配置した状態において、その両端に位置するカバー
体Ｃ，Ｃの両外側端部間の距離に略一致する長さに設定されている。尚、前記前部摺動受
枠２と後部摺動受枠３は、図示したように分割形成することなく、一体に形成することも
可能である。
【００２０】
　建造物Ａの床ｆ1 と建造物Ｂの床ｆ2 の間には、カバー体Ｃが差し渡され、目地ｓを覆
っている。該カバー体Ｃは、目地ｓに沿う方向に複数個が連続状に配設されるものであっ
て（図２参照）、各カバー体Ｃは、図１に示すように、その一端が建造物Ａの床ｆ1 の側
縁に、後述する連結手段１４を介して傾動可能に連結されている。各カバー体Ｃは、他端
を自由端としており、該自由端が上述した前部摺動受枠２と後部摺動受枠３が配設された
支持段縁１上に摺動可能に乗載されている。
【００２１】
　各カバー体Ｃは、図１，図３～図６に示すように、目地ｓを覆う平板状のカバー板５と
、該カバー板５の下部に配設された複数の補強リブ板６とを備えており、各補強リブ板６
はカバー板５の下面全体を覆うように並設されている。カバー板５は、厚み 2mm程度のス
テンレス鋼板（SUS304）からなる金属板が素材に用いられており、長さ1087mm程度、幅99
6mm程度の矩形状に形成されている。一方、各補強リブ板６は、厚み1.5～1.7mm程度のス
テンレス鋼板（SUS304）からなる所定長さの帯板状の金属板が素材に用いられており、カ
バー板５の下面に接合される平板状の接合板部６ａと、該接合板部６ａから下方に突出さ
れて、目地ｓの幅方向に延在するリブ部６ｂとを備えている。ここで、各補強リブ板６は
、一枚の金属板に対する折り曲げ加工やプレス加工によって、図３に示すように、横幅方
向の中央部分に下方に膨出した倒台形状の膨出リブ７ａが形成され、該膨出リブ７ａの上
部両側に連成された平板状の接合板部６ａ，６ａの外端に下方に屈曲した端部リブ７ｂ，
７ｂが夫々形成されている。そして、この膨出リブ７ａと端部リブ７ｂ，７ｂとによって
補強リブ板６のリブ部６ｂが構成されている。このように接合板部６ａ，６ａと、リブ部
６ｂとしての膨出リブ７ａと端部リブ７ｂ，７ｂとが連続するように金属板を屈曲成形し
て補強リブ板６を一体形成することにより、接合板部６ａ，６ａとリブ部６ｂとを別体形
成して相互に接合する場合に比して、強度に優れた補強リブ板６が得られ、また、その形
成が容易で接合作業も不要となる利点がある。尚、カバー板５の両側端部に配設された補
強リブ板６，６は、下方に膨出する倒台形状の膨出リブ７ａを備えておらず、接合板部６
ａと、その両側端に下方に曲成された端部リブ７ｂ，７ｃとによって構成されている（図
３参照）。
【００２２】
　各補強リブ板６は、カバー板５の下面に宛われた接合板部６ａの複数箇所が溶接を介し
てカバー板５に接合されている。また、隣接する補強リブ板６，６は、端部リブ７ｂ，７
ｂ相互を当接させた状態で、複数の所要箇所に施された溶接を介して端部リブ７ｂ，７ｂ
相互が接合されている。
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【００２３】
　上記のように複数の補強リブ板６で補強されたカバー板５には、その前端に断面略クラ
ンク形に屈曲された端部カバー板８が配設され、後端には後壁板９が配設されている。ま
た、カバー板５の両側端には側板１０，１０が配設されている。これらの端部カバー板８
，後壁板９，側板１０，１０は、ステンレス鋼板（SUS304）からなる金属板が素材に用い
られており、複数の所要箇所に施された溶接を介してカバー板５に接合されている。また
、これらの端部カバー板８，後壁板９，側板１０，１０の上端は、カバー板５の上面より
も若干上方となる高さ位置に突出されており、これによってカバー板５の上面に、端部カ
バー板８，後壁板９，側板１０，１０の上端で四方が囲繞された所定深さの被着領域１１
が形成されている。この被着領域１１には、建造物Ａの床ｆ1 及び建造物Ｂの床ｆ2 に敷
設される滑り止めを兼ねた化粧シート１２と同じ合成樹脂製の化粧シート１２が貼着され
る（図１参照）。
【００２４】
　カバー体Ｃの両側端部の下部には、引っ掛り防止部材１３，１３が夫々配設されている
。該引っ掛り防止部材１３，１３は、夫々目地ｓの幅方向に延在する所定幅の水平板部１
３ａと、該水平板部１３ａの内端から内方上部に向けて傾斜する傾斜板部１３ｂ（図３参
照）とを備えており、両水平板部１３ａ，１３ａが前記各膨出リブ７ａの底面と同一高さ
位置となるように設定されている。この引っ掛り防止部材１３，１３は、所定の厚みを備
えたステンレス鋼板（SUS304）からなる帯板状の金属板が素材に用いられており、複数の
所要箇所に施された溶接を介してカバー体Ｃに接合されている。ここで、図示した例では
、帯板状の金属板に対する折り曲げ加工やプレス加工によって、引っ掛り防止部材１３と
側板１０とを一体形成するようにしているが、引っ掛り防止部材１３は側板１０と別体で
形成することも可能である。
【００２５】
　前記連結手段１４を、図７に基づいて説明する。
　建造物Ａの床ｆ1 の側縁上には、目地ｓに沿う方向に延在するようにして保持受枠１５
が配設されている。該保持受枠１５は、水平受縁１５ａと垂直縁１５ｂとを備えた断面Ｌ
形に形成されており、水平受縁１５ａの上面に、上述したカバー体Ｃの一端が乗載されて
いる。また、水平受縁１５ａには、その下面側から挿通して該水平受縁１５ａに溶接を介
して固着したボルトからなる複数の螺子杆１６が、前記引っ掛り防止部材１３の両水平板
部１３ａ，１３ａに形成された挿通孔１７，１７に対応する位置に夫々立設されている。
各螺子杆１６は、水平受縁１５ａ上にカバー体Ｃの一端を乗載した状態において、各水平
板部１３ａの挿通孔１７に下方から遊嵌されて水平板部１３ａの上方に突出されており、
その突出部分に略円筒状のゴムブッシュからなる弾発部材１８が外嵌されている。各螺子
杆１６の上部には鍔または座金を備えた受圧ナット１９が螺着され、該受圧ナット１９に
よって弾発部材１８が適宜の圧縮状態に保持されており、その弾発力によってカバー体Ｃ
の一端が下方に付勢されている。このように受圧ナット１９と水平板部１３ａとの間に介
装された弾発部材１８は下方からさらに圧縮可能な圧縮状態となっており、これによって
、カバー体Ｃの一端が傾動可能となっている。そして、この各螺子杆１６と水平板部１３
ａの挿通孔１７と弾発部材１８と受圧ナット１９とによって、カバー体Ｃの一端を建造物
Ａの床ｆ1 の側縁に傾動可能に連結する連結手段１４が構成されている。また、カバー板
５には、各水平板部１３ａの挿通孔１７の上方に対応する位置に、前記弾発部材１８及び
受圧ナット１９の取付け操作を可能とする矩形状の操作口２０（図５参照）が夫々開口さ
れており、該操作口２０には、断面略コ字形の遮蔽蓋２１が着脱可能に嵌着されている。
尚、前記弾発部材１８は、コイル状の圧縮バネとすることも可能である。
【００２６】
　次に、かかる構成からなる床用目地カバー装置の作動態様について説明する。
　カバー体Ｃは、カバー板５の上面に貼着された化粧シート１２が、建造物Ａの床ｆ1 の
上面及び建造物Ｂの床ｆ2 の上面に敷設された化粧シート１２と略面一になるように配設
されていることにより、常時は、図１に示すように、該カバー体Ｃと、建造物Ａの床ｆ1 
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または建造物Ｂの床ｆ2 との間に段差が生じることがない。
【００２７】
　そして、地震時において、建造物Ａと、隣接する建造物Ｂとが近接する方向に相対変位
すると、カバー体Ｃは、自由端に配設された端部カバー板８の下部が傾斜受縁３ｂに当接
してずれ上がり、連結手段１４により連結された一端を支点として傾動することにより、
その相対変位から逃げることができる。ここで、カバー体Ｃには、複数の補強リブ板６の
膨出リブ７ａ及び引っ掛り防止部材１３，１３の水平板部１３ａ，１３ａが目地ｓの幅方
向に沿って配設されていることにより、傾斜受縁３ｂをずれ上がった端部カバー板８の通
過後に、傾斜受縁３ｂの上端に当接する各膨出リブ７ａ及び水平板部１３ａ，１３ａの底
面によってカバー体Ｃの摺動を円滑に行わせることができる。
【００２８】
　また、建造物Ａと、隣接する建造物Ｂとが離れる方向に相対変位すると、カバー体Ｃは
、その自由端が支持段縁１上を、傾斜受縁３ｂと逆方向に向けて水平に摺動してその相対
変位に追従する。
【００２９】
　そして、地震が終って建造物Ａと建造物Ｂとが定常位置に戻ると、これに伴なってカバ
ー体Ｃの自由端も、図１に示した定常位置に戻り、カバー体Ｃが定常状態に復帰する。
【００３０】
　また、建造物Ａと、隣接する建造物Ｂとが目地ｓに沿う方向に相対変位すると、カバー
体Ｃの自由端は、前部摺動受枠２と後部摺動受枠３が配設された支持段縁１上を目地ｓに
沿う方向に摺動してその相対変位に追従する。このとき、前部摺動受枠２と後部摺動受枠
３の長さが、複数個のカバー体Ｃの、その両端に位置するカバー体Ｃ，Ｃの両外側端部間
の距離に略一致する長さであることにより、図８に示すように、両摺動受枠２，３から側
方にはみ出たカバー体Ｃの側端部が両摺動受枠２，３上に再び戻る際に、引っ掛り防止部
材１３の傾斜板部１３ｂで生じる滑り作用によってカバー体Ｃの側端部の下部が両摺動受
枠２，３の側端に引っ掛かることがなく、スムーズに戻ることができる。
【００３１】
　さらに、建造物Ａと、隣接する建造物Ｂとが上下方向に相対変位すると、カバー体Ｃは
、連結手段１４により建造物Ａの床ｆ1 の側縁に連結された一端を支点として、建造物Ａ
もしくは隣接する建造物Ｂの上下動に伴なって傾動して、その相対変位に追従する。
【００３２】
　かかる構成にあって、上述したように、カバー体Ｃが、目地ｓを覆う平板矩形状の金属
製のカバー板５と、該カバー板５の下面全体を覆うように並設され、カバー板５の下面に
接合される平板状の接合板部６ａ，６ａと、該接合板部６ａ，６ａから下方に突出されて
、目地ｓの幅方向に延在するリブ部６ｂとを備えた金属製の複数の補強リブ板６とを備え
てなるから、複数の補強リブ板６のリブ部６ｂによる強度の向上のみならず、カバー板５
の下面に接合された複数の補強リブ板６の接合板部６ａ，６ａによってカバー板５の強度
を向上させることができる。そして、このような各補強リブ板６のリブ部６ｂと接合板部
６ａ，６ａとによる相乗的な強度向上作用によって、比較的安価な薄肉の金属板を用いて
所定の剛性を備えたカバー体Ｃを製作することができ、これによってカバー体Ｃの製作コ
ストを低減することができる。
【００３３】
　図９は、第二実施例を示し、この第二実施例は、建造物Ａに目地ｓを介して隣接する建
造物Ｂの床ｆ2 が、建造物Ａの床ｆ1 の高さに比して、カバー体Ｃの厚み分だけ低く設定
されており、該床ｆ2 の側縁に水平受縁２ａを備えた前部摺動受枠２と、前後に分割され
た一対の水平受縁３ｅ，３ｅを備えた後部摺動受枠３が配設されている。また、建造物Ａ
の床ｆ1 と建造物Ｂの床ｆ2 間の目地ｓに差し渡されて該目地ｓを覆うカバー体Ｃは、そ
の一端が建造物Ａの床ｆ1 の側縁に、上述した連結手段１４を介して傾動可能に連結され
、他端の自由端が建造物Ｂの床ｆ2 の側縁上に摺動可能に乗載されている。
【００３４】
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　カバー体Ｃは、第一実施例と同様に、目地ｓを覆う平板矩形状の金属製のカバー板５と
、該カバー板５の下面全体を覆うように並設され、カバー板５の下面に接合される平板状
の接合板部６ａ，６ａと、該接合板部６ａ，６ａから下方に突出されて、目地ｓの幅方向
に延在するリブ部６ｂとを備えた金属製の複数の補強リブ板６とを備えている（図３参照
）。また、カバー板５の他端に配設された端部カバー板８には、適宜の勾配で下方傾斜す
るスロープ部２２が連成されており、このスロープ部２２によって、カバー体Ｃの自由端
側の端部上面と建造物Ｂの床ｆ2 の上面との間に急激な段差が生じないようにしている。
【００３５】
　その他、第一実施例と共通する構成部分については第一実施例と同一の符号を付して重
複説明を省略する。
【００３６】
　かかる構成からなる床用目地カバー装置は、カバー体Ｃが、常時は図９に示す定常位置
で目地ｓを覆っている。そして、地震時において、建造物Ａと、隣接する建造物Ｂとが離
近する方向に相対変位すると、カバー体Ｃの自由端が建造物Ｂの床ｆ2 の側縁上を水平に
摺動してその相対変位に追従する。
【００３７】
　そして、この第二実施例にあっても、カバー体Ｃが、目地ｓを覆う平板矩形状の金属製
のカバー板５と、該カバー板５の下面全体を覆うように並設され、カバー板５の下面に接
合される平板状の接合板部６ａ，６ａと、該接合板部６ａ，６ａから下方に突出されて、
目地ｓの幅方向に延在するリブ部６ｂとを備えた金属製の複数の補強リブ板６とを備えて
なるから、複数の補強リブ板６のリブ部６ｂによる強度の向上のみならず、カバー板５の
下面に接合された複数の補強リブ板６の接合板部６ａ，６ａによってカバー板５の強度を
向上させることができる。そして、このような各補強リブ板６のリブ部６ｂと接合板部６
ａ，６ａとによる相乗的な強度向上作用によって、比較的安価な薄肉の金属板を用いて所
定の剛性を備えたカバー体Ｃを製作することができ、これによってカバー体Ｃの製作コス
トを低減することができる。
【００３８】
　尚、上記各実施例において、カバー体Ｃを構成する各部材の金属板をステンレス鋼板（
SUS304）としたが、これに代えてスチール鋼板（SS400）を用いることも可能である。ま
た、上記各実施例では、カバー板５の下面全体を覆うように並設される複数の補強リブ板
６として、４つの補強リブ板６を用いた例を示したが、補強リブ板６の数はこれに限定さ
れるものではなく、図１０に示す変形実施例のように、さらに多くの補強リブ板６をカバ
ー板５の下面に並設してもよい。
【符号の説明】
【００３９】
　Ａ　建造物
　Ｂ　建造物
　Ｃ　カバー体
　ｆ1　床
　ｆ2　床
　ｓ　目地
　５　カバー板
　６　補強リブ板
　６ａ　接合板部
　６ｂ　リブ部
１３　引っ掛り防止部材
１３ａ　水平板部
１３ｂ　傾斜板部
１４　連結手段
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